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(57)【要約】
【課題】シリンダＢに対して上方付勢状態で上下動可能
に装着した作動部材Ｅを備え、作動部材は、ステムＥ１
に対して相対上下動が可能に装着された環状のピストン
Ｅ３を備え、作動部材の上下動により容器体１００内の
液を汲み上げ吐出するポンプであって、第２逆止弁構造
を改良し、作動部材の押し下げを極力軽く行なえるポン
プを提案する。
【解決手段】ステムの下端部を内筒部４０及び外筒部４
１で構成し、内筒部の下端部に嵌着した嵌着基部より外
筒部下方位置に第２逆止弁座５４を突設したピストンガ
イドＥ２を設け、ピストンを、内筒部と離間位置を上下
動し、上端部を外筒部内周に嵌合させ、第２逆止弁座と
で第２逆止弁を構成する内部摺動部６０と、シリンダ内
周に摺動させる外部摺動部６１とを、連結部６２により
連結して構成し、内筒部に、第２逆止弁を介してシリン
ダ内とステム内とを連通させる上下方向幅広の開口部４
５を開口させた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器体（１００）内に垂下するシリンダ（Ｂ）と、シリンダ（Ｂ）に対して上方付勢状
態で上下動可能に装着した作動部材（Ｅ）を備え、作動部材（Ｅ）は、上端に吐出ヘッド
（Ｅ４）を嵌着して、下端部をシリンダ（Ｂ）内に上方付勢状態で上下動可能に挿入した
ステム（Ｅ１）と、外周をシリンダ（Ｂ）に摺動可能に嵌合させるとともに、ステム（Ｅ
１）に対して相対上下動が可能に装着され、且つ、シリンダ（Ｂ）内からステム（Ｅ１）
内へ一方的に流通する第２逆止弁（Ｖ２）を構成する環状のピストン（Ｅ３）とを備え、
作動部材の上下動により容器体（１００）内の液を汲み上げ吐出するポンプであって、
　ステム（Ｅ１）の下端部を内筒部（４０）及び外筒部（４１）で構成するとともに、内
筒部４０の下端部に嵌着した嵌着基部より外筒部（４１）下方位置に至る第２逆止弁座（
５４）を突設したピストンガイド（Ｅ２）を設け、
　上記ピストン（Ｅ３）を、内筒部（４０）と離間位置を上下動するとともに、上端部を
外筒部（４１）内周に摺動可能に嵌合させ、且つ、第２逆止弁座（５４）とで第２逆止弁
（Ｖ２）を構成する内部摺動部（６０）と、シリンダ（Ｂ）内周に摺動可能に嵌合させた
外部摺動部（６１）とを、連結部（６２）により連結して構成し、上記内筒部（４０）に
、第２逆止弁（Ｖ２）を介してシリンダＢ内とステム（Ｅ１）内とを連通させる上下方向
幅広の開口部（４５）を開口させたことを特徴とするポンプ。
【請求項２】
　ステム（Ｅ１）は、筒状のステム本体部（４２）の下端部より、外向きのフランジ部（
４３）を介して外筒部（４１）を、内向きのフランジ部（４４）を介して内筒部（４０）
を、それぞれ垂設し、内向きのフランジ部（４４）から内筒部（４０）下方へ至る上下方
向幅広の開口部（４５）を穿設した請求項１に記載のポンプ。
【請求項３】
　外向きのフランジ部（４３）を外方へ下るテーパ状に形成するとともに、内筒部（４０
）の少なくとも上部を内方へ下るテーパ状に形成した請求項２に記載のポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はポンプに関し、詳しくは、容器体に嵌着したシリンダに対し、上方付勢状態で
上下動可能に装着した作動部材を備え、作動部材の上下動により容器体内の液を汲み上げ
吐出する所謂縦型のポンプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のシャンプーやリンス用のポンプは押し圧を低減するための流路を確保するため、
第１逆止弁に樹脂弁を採用し、第２逆止弁にボール弁を採用した簡易ポンプ構造になって
いる。これらは使用を開始すると容器を浴室内の温度変化や容器をスクイズする等の外力
が加わった時に、容器内圧が上昇し、ノズルから液が垂れることがあった。この様な不都
合を解消する目的で、ピストン可動タイプのポンプが提案されている。（例えば、特許文
献１参照）
【０００３】
　上記ピストン可動タイプのポンプは、上端に吐出ヘッドを嵌着してシリンダ内に上方付
勢状態で上下動可能に装着されたステムに対して、相対上下動が可能に環状のピストンが
装着された作動部材を備え、この環状のピストンによりシリンダ内からステム内への一方
的に流通する第２逆止弁を構成している。
【０００４】
　上記したポンプでは、ステムに嵌着したピストンガイドを備え、このピストンガイドに
環状ピストンを相対上下動可能に装着している。ピストンガイドは、ステムの内面に下方
から上部を差し込み嵌合させた筒部を備え、筒部の下端外周より弁座を突設している。そ
して、このピストンガイドの筒部外周に内周縁部を摺動可能に嵌合させた環状のピストン
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の内周下端部と弁座とで第２逆止弁を構成し、弁座上方の筒部に穿設した開口部を介して
シリンダ内とステム内とを連通させる如く構成している。そして、作動部材の押し下げ時
に、シリンダ内液圧によりステムに対してピストンが上昇して第２逆止弁を開き、加圧液
をステム内に導入し、また、押し下げ下降状態の作動部材が上方付勢力により上昇する際
に、シリンダ内の負圧力でステムに対してピストンが相対下降して第２逆止弁が閉じ、一
方、容器体内の液がシリンダ下端部に設けた第１逆止弁を開いてシリンダ内に導入される
構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２３５２４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のこの種のポンプでは、上記した第２逆止弁構造のため第２逆止弁近傍の流路が制
限され、充分な流路の確保が困難であり、そのため作動部材の押し下げが比較的重くなる
という傾向がある。
【０００７】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、第２逆止弁構造を改良し、液垂れの防止
を図れ、作動部材の押し下げを極力軽く行なえるポンプを提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、容器体１００内に垂下するシリンダＢ
と、シリンダＢに対して上方付勢状態で上下動可能に装着した作動部材を備え、作動部材
Ｅは、上端に吐出ヘッドＥ４を嵌着して、下端部をシリンダＢ内に上方付勢状態で上下動
可能に挿入したステムＥ１と、外周をシリンダＢに摺動可能に嵌合させるとともに、ステ
ムＥ１に対して相対上下動が可能に装着され、且つ、シリンダＢ内からステムＥ１内へ一
方的に流通する第２逆止弁Ｖ２を構成する環状のピストンＥ３とを備え、作動部材の上下
動により容器体１００内の液を汲み上げ吐出するポンプであって、
　ステムＥ１の下端部を内筒部４０及び外筒部４１で構成するとともに、内筒部４０の下
端部に嵌着した嵌着基部より外筒部４１下方位置に至る第２逆止弁座５４を突設したピス
トンガイドＥ２を設け、
　上記ピストンＥ３を、内筒部４０と離間位置を上下動するとともに、上端部を外筒部４
１内周に摺動可能に嵌合させ、且つ、第２逆止弁座５４とで第２逆止弁Ｖ２を構成する内
部摺動部６０と、シリンダＢ内周に摺動可能に嵌合させた外部摺動部６１とを、連結部６
２により連結して構成し、上記内筒部４０に、第２逆止弁Ｖ２を介してシリンダＢ内とス
テムＥ１内とを連通させる上下方向幅広の開口部４５を開口させた。
【０００９】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、ステムＥ１
は、筒状のステム本体部４２の下端部より、外向きのフランジ部４３を介して外筒部４１
を、内向きのフランジ部４４を介して内筒部４０を、それぞれ垂設し、内向きのフランジ
部４４から内筒部４０下方へ至る上下方向幅広の開口部４５を穿設した。
【００１０】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第２の手段に於いて、外向きのフ
ランジ部４３を外方へ下るテーパ状に形成するとともに、内筒部４０の少なくとも上部を
内方へ下るテーパ状に形成した。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シリンダＢ内から第２逆止弁Ｖ２を介してステムＥ１内に至る充分広
い流路を確保でき、第２逆止弁Ｖ２を介してのステムＥ１内の加圧液の導入を円滑に行な
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えて、作動部材Ｅの押し下げ操作を軽く行なえ、液体吐出操作をより簡便に行なえるとい
う利点がある。また、ノズル７４からの液垂れを防止できるという特徴がある。
【００１２】
　ステムＥ１は、筒状のステム本体部４２の下端部より、外向きのフランジ部４３を介し
て外筒部４１を、内向きのフランジ部４４を介して内筒部４０を、それぞれ垂設し、内向
きのフランジ部４４から内筒部４０下方へ至る上下方向幅広の開口部４５を穿設した場合
には、開口部４５の上下方向の開口幅をより大きく採り易く、より小さな力での作動部材
Ｅの押し下げを操作を行なえ、液体吐出操作をより簡便に行なえる。
【００１３】
　外向きのフランジ部４３を外方へ下るテーパ状に形成するとともに、内筒部４０の少な
くとも上部を内方へ下るテーパ状に形成した場合には、外向きのフランジ部４３下面の傾
斜面により、ステムＥ１内への液の導入を行ない易く、また、内筒部４０に形成する開口
部４５をより開口面積の広いものが容易に形成でき、軽い作動部材Ｅの押し下げを行なえ
、液体吐出操作をより簡便に行なえるという。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ポンプの縦断面図である。（第１実施例）
【図２】図１の二点鎖線Ｘ部分の要部拡大断面図である。（第１実施例）
【図３】作動部材を押し下げ係止した状態のポンプの縦断面図である。（第１実施例）
【図４】図３の二点鎖線Ｙ部分の要部拡大断面図である。（第１実施例）
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の形態を図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１乃至図４は本発明のポンプの第１実施例を示す。ポンプ１は、装着キャップＡと、
シリンダＢと、補助キャップＣと、逆止弁部材Ｄと、作動部材Ｅと、を備えている。尚、
説明の便宜上、図１の左方を前部、右方を後部、手前を右部、奥方を左部として説明する
。
【００１７】
　装着キャップＡは、ポンプ１を容器体１００に固定するためのもので、容器体１００の
口頸部１０１外周に嵌合させる周壁１０の上端よりフランジ状の頂壁１１を延設している
。
【００１８】
　シリンダＢは、口頸部１０１上にパッキンｐを介して載置するフランジ２０を周壁部２
１の外周上部より突設し、周壁部２１の下端縁より中央を開口した底壁部２２を延設し、
底壁部２２の中央開口周縁より筒状の第１逆止弁座２３を立設している。周壁部２１は、
下端部の第１周壁部２１ａと、第１周壁部２１ａ上端より段差を介して拡径した第２周壁
部２１ｂと、第２周壁部２１ｂ上端より段部を介して更に拡径した第３周壁部２１ｃと、
第３周壁部２１ｃ上端より段部を介して更に拡径した第４周壁部２１ｄとで構成しており
、第２周壁部２１ｂの上部には外気導入孔２４を穿設している。また、底壁部２２下面中
央部よりパイプ嵌合筒２５を一体に垂設し、パイプ嵌合筒２５に吸上用のパイプ２６の上
端を嵌着し、その下端を容器体１００内下端部に垂下させている。
【００１９】
　補助キャップＣは、シリンダＢの上端部に嵌着したもので、シリンダＢの周壁部２１の
外周上端部に、上方への抜け出しを防止して嵌合させた外嵌合筒と、周壁部２１の内周上
端部に、回動を防止して嵌合させた内嵌合筒とを頂板で連結した装着基部３０を有し、装
着基部３０の頂板内周縁部分より螺筒３１を起立している。そして、装着キャップＡの頂
壁１１の内周縁部を、装着基部３０の外嵌合筒下面とシリンダＢのフランジ２０との間に
挿入して、装着キャップＡをシリンダＢに対して回動可能に且つ抜け出しを防止して装着
している。
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【００２０】
　逆止弁部材Ｄは、シリンダＢ内下端部には装着している。逆止弁部材Ｄは、シリンダＢ
の周壁部２１内周下端部に嵌着した嵌合筒３５の上端よりフランジ部３６を延設し、該フ
ランジ部３６を介して台座３７を立設している。嵌合筒３５外面はシリンダＢの周壁部２
１内周に突設したアンダーカットに圧接係止されている。嵌合筒３５の下端部には、周方
向複数の切欠きを設け、この切欠きと連通する隙間を嵌合筒３５の外面と周壁部２１の内
面との間に形成している。また、嵌合筒３５の内周より周方向複数の弾性片３８を突設し
、各弾性片３８を介して、第１逆止弁座２３上に圧接する第１逆止弁体３９を支持してお
り、この第１逆止弁体３９と第１逆止弁座２３とで第１逆止弁Ｖ１を形成している。
【００２１】
　作動部材Ｅは、シリンダＢに対して上方付勢状態で上下動可能に組み付けしたもので、
ステムＥ１と、ピストンガイドＥ２と、環状のピストンＥ３と、吐出ヘッドＥ４と、外気
導入孔開閉部材Ｅ５とを備えている。
【００２２】
　ステムＥ１は、上端に吐出ヘッドＥ４を嵌着して、下端部をシリンダＢ内に上方付勢状
態で上下動可能に挿入し、下端部に相対上下動が可能に環状のピストンＥ３を装着した筒
状をなし、シリンダＢ内の液を吐出ヘッドＥ４内に導入する導管の役割を果たす。
【００２３】
　本発明では、ステムＥ１の下端部を内筒部４０及び外筒部４１で構成するとともに、内
筒部４０の下端部に後述するピストンガイドＥ２を嵌着している。尚、本例では内筒部４
０を中空に形成しているが、内筒部４０の少なくとも下端部は中実であっても良く、また
、内筒部４０は円形であっても多角形であっても良い。
【００２４】
　第１実施例のステムＥ１は、筒状のステム本体部４２の下端部より、外向きのフランジ
部４３を介して外筒部４１を、内向きのフランジ部４４を介して内筒部４０を、それぞれ
垂設し、内向きのフランジ部４４から内筒部４０下方へ至る上下方向幅広の開口部４５を
穿設している。内筒部４０は、上部が内方へテーパ状に窄まり下端部が垂直筒状をなして
おり、内向きのフランジ部４４から内筒部４０のテーパ状部分に至る縦長な開口部４５を
、対向位置に一対穿設している。尚、この開口部４５は一対設ける場合に限らず、一箇所
であっても三箇所以上であっても良い。また、外筒部４１は、ステム本体部４２の下端部
より外方へ傾斜下降する外向きのフランジ部４３を介して垂設している。
【００２５】
　ピストンガイドＥ２は、内筒部４０の下端部に嵌着した嵌着基部より外筒部４１下方位
置に至る第２逆止弁座５４を突設している。第１実施例に於いて、嵌着基部は、内筒部４
０の外周下端部に嵌合させた嵌着筒５０と、嵌着筒５０の下端より延設し、内筒部４０の
下端開口を閉塞する、牽いてはステムＥ１の下端開口を閉塞する底板５１と、底板５１の
上面中央部より突設して、内筒部４０の内周下部に嵌着させた棒状突起５２とで構成して
いる。また、棒状突起５２の外周上部には各開口部４５の下縁に係合する係合突部５３を
突設している。
【００２６】
　第２逆止弁座５４は、嵌着筒５０の外周より一体に突設し、基端部が外方へ下り外周部
が水平状をなし、外周縁部に起立壁を立設している。また、第１実施例では、第２逆止弁
座５４の下面周縁部より下方に案内筒部５５を一体に垂設し、案内筒部５５の外周に周方
向複数の案内突起５６を突設している。上記第２逆止弁座５４下面と逆止弁部材Ｄのフラ
ンジ部３６との間にコイルスプリングｓを介在させて、ステムＥ１を、牽いては作動部材
Ｅを常時上方に付勢させている。
【００２７】
　環状のピストンＥ３は、筒状の内部摺動部６０と、筒状の外部摺動部６１とを、それぞ
れの対向する上下中間部を連結部６２で連結した断面Ｈ状をなす環状に形成されている。
内部摺動部６０は第２逆止弁座５４とで第２逆止弁Ｖ２を構成するもので、ステムＥ１の
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内筒部４０と離間位置を上下動するとともに、上端部を外筒部４１内周に摺動可能に嵌合
させている。また、外部摺動部６１はシリンダＢ内周に摺動可能に嵌合させている。従っ
て、ピストンＥ３は第２逆止弁体を兼用する内部摺動部６０の下端部が第２逆止弁座５４
に圧接する位置から、連結部６２の上面が外筒部４１下面に当接する位置までの間を、ス
テムＥ１に対して相対上下動が可能に装着されている。
【００２８】
　吐出ヘッドＥ４はステムＥ１の内周上端部に下端部を嵌合させた縦筒７０を頂板７１裏
面より垂設し、頂板７１の周縁部から外周壁７２を垂設し、外周壁７２内方の頂板７１裏
面より内周壁７３垂下している。また、縦筒７０の上端部に基端を開口したノズル７４を
前方へ突設し、その先端に吐出口７５を開口している。また、内周壁７３の内面に螺状を
設けており、図３に示す如く、不使用時に作動部材Ｅを押し下げて内周壁７３を補助キャ
ップＣの螺筒３１に螺合可能に構成しており、作動部材Ｅの押し下げ状態での係止を可能
に構成している。
【００２９】
外気導入孔開閉部材Ｅ５は、ステムＥ１の外周上部に、ステムＥ１に対して相対上下動が
可能に装着している。外気導入孔開閉部材Ｅ５は、ステムＥ１外周に上端部を、外気の導
入が可能な程度の隙間をあけて摺動可能に嵌合させた基筒部８０を備えており、ステムＥ
１と基筒部８０との隙間からの液の浸入を極力防止できる構造となっている。また、基筒
部８０の下端より、外気導入孔２４を開閉する開閉筒部８１を突設している。そして、使
用時の作動部材Ｅが最上昇位置にある場合には、或いは液の吐出のために作動部材Ｅを押
し下げた際には、図１に示す如く、開閉筒部８１が外気導入孔２４上方位置にあり外気導
入孔２４を開放している。尚、図示していないが、液の吐出のための作動部材Ｅの押し下
げ位置では、縦筒７０上部の下向き段部７６が基筒部８０の上面を押圧しない。また、図
３にある如く、作動部材Ｅの押し下げ係止時には開閉筒部８１が外気導入孔２４を閉塞す
る如く構成している。
【００３０】
　上記ポンプ１は、図１の状態から、吐出ヘッドＥ４を押し下げるとシリンダＢ内の液が
加圧され、液圧で押し上げられた環状のピストンＥ３がステムＥ１に対して相対的に上昇
して第２逆止弁Ｖ２が開き、加圧液が第２逆止弁Ｖ２、開口部４５を介してステムＥ１内
に導入され、次いでノズル７４の吐出口７５より外部に吐出される。
【００３１】
　吐出ヘッドＥ４の押圧を解除すると、コイルスプリングｓの上方付勢力により作動部材
Ｅが上昇し、その際シリンダＢ内の負圧化によりピストンＥ３がステムＥ１に対して相対
的に下降して第２逆止弁Ｖ２が閉じ、また、第１逆止弁Ｖ１が開いて容器体１００内の液
がパイプ２６を介してシリンダＢ内に導入される。
【００３２】
　不使用時には、図３に示す如く、作動部材Ｅを押し下げて吐出ヘッドＥ４の内周壁７３
を補助キャップＣの螺筒３１に螺着して、作動部材Ｅの下降状態で係止することができる
。この際、外気導入孔開閉部材Ｅ５が押し下げられて、開閉筒部８１が外気導入孔２４を
閉塞する。
【符号の説明】
【００３３】
１：ポンプ
Ａ：装着キャップ
１０…周壁、１１…頂壁
Ｂ：シリンダ
２０…フランジ、２１…周壁部、２１ａ…第１周壁部、２１ｂ…第２周壁部、
２１ｃ…第３周壁部、２１ｄ…第４周壁部、２２…底壁部、２３…第１逆止弁座、　　　
２４…外気導入孔、２５…パイプ嵌合筒、２６…吸上用のパイプ
Ｃ：補助キャップ
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３０…装着基部、３１…螺筒
Ｄ：逆止弁部材
３５…嵌合筒、３６…フランジ部、３７…台座、３８…弾性片、３９…第１逆止弁体
Ｅ：作動部材
Ｅ１：ステム
４０…内筒部、４１…外筒部、４２…ステム本体部、４３…外向きのフランジ部、
４４…内向きのフランジ部、４５…開口部
Ｅ２：ピストンガイド
５０…嵌着筒、５１…底板、５２…棒状突起、５３…係合突部、５４…第２逆止弁座、
５５…案内筒部、５６…案内突起
Ｅ３：環状のピストン
６０…内部摺動部、６１…外部摺動部、６２…連結部
Ｅ４：吐出ヘッド
７０…縦筒、７１…頂板、７２…外周壁、７３…内周壁、７４…ノズル、７５…吐出口、
７６…下向き段部
Ｅ５：外気導入孔開閉部材
８０…基筒部、８１…開閉筒部
Ｖ１：第１逆止弁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｖ２：第２逆止弁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｐ：パッキン
ｓ：コイルスプリング
１００：容器体
１０１…口頸部
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